急性期病院と慢性期病院の連携　報告
令和2年12月30日（水）
第3期の発表会2日目10月30日の最後に追加発表として急性期病院と慢性期病院との連携を行ったことの発表が友愛医療センター実習生からありました。この取組は「超高齢社会の中で病院機能と医療の流れを学ぶ」という目的で2017年度から地域の急性期病院と慢性期病院間で始まったものです。今年度は訪問見学が困難な状況だったため、リモートカンファレンスの開催となりました。地域で連携することで各ステージに応じた薬剤師業務の実習ができるよう今後も取り組みたいと思います。
急性期病院と慢性期病院の連携（友愛医療センター・大浜第二病院）

症例を通して薬剤師の役割について考える　

2020年10月23日（金）　　　時間：14：30~16：30リモート開催

参加者：友愛医療センター　実習生　2名（長崎国際大学）（第一薬科大学）

　　　　　　　　　　　　　指導薬剤師2名

　　　　　大浜第二病院　　薬剤師1名　　医師：主治医2名

　　　　　沖縄協同病院　　指導薬剤師1名

　　　　　見学参加　　　　琉球大学病院実習生　2名（福山大学）（福山大学）

　　　　　　　　　　　　　指導薬剤師：1名 
　　　　　見学参加　　　　大浜第一病院実習生　2名（崇城大学）（崇城大学）

　　　　　　　　　　　　　指導薬剤師：1名
14：30開始　　 司会：友愛医療センター薬剤師　

14：40~15：10　症例１　学生発表： ➡大浜第二病院薬剤師　

15：10~15：20　症例１　ディスカッション　（司会）

15：20~16：05　症例2　学生発表 ➡大浜第二病院薬剤師

16：05~16：15　症例2　ディスカッション　（司会）

16：15~16：30　急性期病院と慢性期病院の連携についてのまとめスライド　大浜第二病院薬剤師

急性期病院と慢性期病院について薬剤師業務の役割と連携を中心に参加者による自由なディスカッション（司会）

16：30　閉会：司会　（アンケート記載の依頼）

リモートカンファレンス
①友愛医療センターから大浜第二病院に転院した患者を事前に学生に知らせ友愛医療センター（急性期病院）入院中の薬物療法を中心に調べスライドにまとめる。
患者背景・持参薬・急性期病院入院中の処方内容と簡単な経過・問題点・評価（調べて感じたこと）など。 
②大浜第二病院薬剤師：

友愛医療センターからの退院時薬剤情報提供書の確認内容・持参薬鑑別と採用薬の提案

多職種カンファレンス参加時の薬剤師の記録、患者服薬指導時の薬剤師記録、退院後に向けた取り組みの内容、保険薬局宛ての退院時薬剤情報提供書内容と保険薬局からの返信内容。

病院機能と薬-薬連携についての紹介。
③　慢性期病院主治医からの意見・感想
急性期病院と慢性期病院リモートカンファレンス後のアンケート

　参加学生人数6人　回収6人　回収率100％
1.病院の機能が高度急性期・急性期・回復期・慢性期に分かれていることを知っていましたか
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2.急性期病院と慢性期病院の施設間のカンファレンスを通して印象に残ったことは何ですか
· 患者さんにとってのゴールは退院/転院だと思っていましたが、本当のゴールはそこではなくて、服薬指導などでその後も治療が続くということまで考えた関わり方ができるようになりたいと思いました。薬剤情報提供書を書く機会があったこともあり、薬剤情報提供書に載せて欲しい情報のお話がすごく印象に残りました。治療の開始からずっと同じ先生が診るわけではない分、薬の処方理由は治療の継続・終了を考えるときにとても大事な情報だとわかり記載するようにしたいと思いました。

· 自分が気になっていた点が慢性期病院転院後に変更になっていた部分があり、服用する薬剤が減っていたので疑問点と変更点が一致していことが印象に残りました。

· 同じ患者を急性期病院、慢性期病院での薬物療法の流れを共有することで、患者がより良い生活を送るためにどうしたらいいのか問題点が明確になって考えやすいと思った。

· 患者情報を２つの病院で共有し、急性期の治療を終えた患者のその後の状態を知るということがなかったため、それ自体が印象的だった。

· 今回のリモート症例検討会を通して最も印象的だったのは、退院時薬剤情報提供書の存在です。

これらの書類は薬薬連携に必須なものであることを学べました。急性期病院と慢性期病院の薬薬連携を学ぶことができました。

· 慢性期は急性期で使用していた薬剤を継続するべきかの確認、検査値の推移の確認などを行っていることがわかりました。急性期は退院が早いのでその後どうなったか気になることが多々ありましたが、慢性期の薬剤師と連携をすることで把握できていいなと思いました。病院の薬剤師同士の情報交換は行われていないと思っていたのでこのような取り組みがあると知って勉強になりました。

3.地域連携における薬剤師の役割について他にどのようなことが知りたいですか

· 大きな病院と地域のクリニックとの連携や、病院と薬局や老健施設など病院以外の施設との連携はどのように行われているのか知りたいと思いました。

· 今回は急性期病院と慢性期病院の薬剤師間の連携を学ぶことができました。病院間だけではなく、病院と薬局、または薬局間での連携についても学びたいと思いました。

· 病院薬剤科と保険薬局の連携の具体例について学びたいと思いました。

· 連携している施設等で勉強会を開催することはあるのか？開催している場合どのような内容を取り上げているのか

· 患者がどこの施設（病院・薬局など）に行っても患者が適切な治療をうけるための情報提供（お薬手帳にシールを貼る、文書にして送る）以外にしていることがあれば知りたいです

· 学校の授業で薬-薬連携が重要になってくると習ったので実際に取り組みを知ることができて良かったです
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急性期病院と慢性期病の連携施設
	2017年度
	浦添総合病院－オリブ山病院
	

	2018年度
	浦添総合病院－オリブ山病院

那覇市立病院－オリブ山病院
	豊見城中央病院－大浜第二病院

	2019年度
	浦添総合病院－オリブ山病院

那覇市立病院－オリブ山病院

琉球大学病院－オリブ山病院
	豊見城中央病院－大浜第二病院

沖縄協同病院－大浜第二病院

大浜第一病院－大浜第二病院

ハートライフ病院－大浜第二病院

	2020年度
	
	リモートカンファレンス

・友愛医療センター－大浜第二病院

琉球大学病院病・大浜第一病院実習生

（見学参加）

・沖縄協同病院・大浜第一病院－大浜第二病院

　（4期予定）


※病院間の連携に関してご質問、お問い合わせ等ありましたら、沖縄県病院薬剤師会事務局、又は実務実習員会へご連絡ください。通常は4時間（半日程度）のタイムスケジュールを作成し実施しています。
